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土地利用体系の変化 と農村計画の方向性




現在の 日本 の農村 は,日 本全体の工業化 の影響をうけて,特 に高度経済成長期以降急激な変化 をし
ている。そしてそこにおける土地利用体系も非常 に大 さな転換 を遂げつつある。 このような現在 の日
本の農村における 「土地利用体系」の転換の要因をい くつかあげることができる。
その第一は,農 業の中に存在 する。昔の 日本の農村においては農地 は分散圃場制 をとっていたが,
農業の機械化 をは じめ とする生 産技術の進歩は生産基盤の大規模化 を必要 とし,農基法にもとつ く構
造改善事業 をはじめ農地整備の:事業がかな りの実績 をあげてきたことによる。
その第二は,高 度経済成長期以来大量の人目が農村地帯か ら都市域に流出してい ったことである。
そして一方では,山 間僻地に過疎地帯 を作 りだし,農地は次第に原野に変貌 しつつある。他方では都
市近郊農村の湿性地域を作 りだし,住 宅地が増加 しっっある。
そ して,第 三に,日 本の国の工業化,情 報化の傾向に応 じて,農 村地帯にも工業やサー ビス機関な
どが建 設されて,従 来の土地利用のあ り方 に変化が生 じてきている。
第四には,農 村住民の生活体系の変化 に応 じている。モータリゼーシ ョンの波は農村地帯 において
も道路 を初 めとす る交通体系の整備 を必要 とする。また,生 活の質の向上により,水路 ・下水路等 の
生活基盤の整備が必要 となっているし,農 村公園や運動場な どの設備も要求 されるようになってきて
い る 。
この ようにして現在の農村においては土地利用体系が変換 しつつあると思われる。特 に,都 市近郊
の農村は兼業が発達 し,村外か らの移住者 も増加 して,異 質性 を増 し,い わゆる混住化社会の性楮 を
増加 しつつある。そ して一方では無秩序 な地域開発によってスプロール現象を呈してお り,自然の生
態系の破壊,公 害な どの問題 を発生 してきている。また,他 方では,地 域社会の住民達は相互の連関
性 を失 ってお互い に孤立し,相 写の連帯性が極度 に薄 くなって くる傾向もみ らやる。
現在の農村は,こ のような版況にあ るからこそ,新 しい土地利用秩序 を求め,集 落の環境条件 を整




本稿 では, この よ うな観点 か ら, まず, 土地利用体系の概念を明 らかにし,つ いで,近 郊農村 とし
て埼玉県比企郡小川町における土地基盤整備と新 しいコミュニティづ くりの努力の過程を取 り上げ,
土地利用体系の変化 と農村計画の方向性を探求 して行 きたい。
1 土地利用体系の概念
まず, 土地利用体系の概念 を検討 して行 きたい。
地域において土地ほ舞々に細分 されて利用 されているが,個 々の土地利用の要素は土地利用種 とい
われ る。 一・定の地域においては土地利用種の諸要素が相互に有機的に関連 し,それが統合 されて一つ
の体系 をな して いる と考え られ る。 これ を土地利用体系 と称する。
それぞれの地域は種々な土地利用種によって構成 されているが,地 域1『おける土地刹那種の体系を
薬理 して抽象化すると,下図の ように考え るこ とがで きるで あろ うU:。主 た る土地利用 の体系 は,第
≧一に農 用 地 ・林用地 ・工場用地などを通じての生活資料の供給,第 二に道路 ・水路 ・通信機関など生
活基盤の確立,第三に領域 としての空間の内部 にお ける施設 ・柱 暦の配置,第 四1こ緑 地 ・公 園 ・運 動
揚な どレクレーシ コンの揚をも含む景観の整備 とい うような要素か ら成立ち,乏 してそれ らを総合 し
て第五1こ住民の社会活動,経済活動をおこなう生活環境や生産環境の揚としての集落を構成 し,農村
環境 を作 り上 げている。
こめ土地利用体系において土地利用種の統合は程度の問題であって,、土壇利用が変動 しているとこ
ろではその体素は流動的である。また地域のレベルない し規模によって土地利用体系は重層 したい く
つかの和 に分けて考えるのが有効であろ う。土地利用体系のレベルに関 しては土地利用種 の単位 を比
較的大きな範囲である 「地域」 にεる大土地利用,中 間の範囲である 「用地」にとる中土地利用,そ
して小 さな範囲である 「筆地 」にとる小土地利用 という分類が有効であろ うω。そトて農業用地では
水田や畑など一筆 ごとの小区画の土地が集ま り,農 道や用排 水路,畦 畔 な ど と結節 して,圃 場の よ う
な生産環境 を形成 している。集落用地 についても小区画
の住宅用地や神社,お 寺,遊 び揚,役 場,農 協,郵 便局
資 源
等の共同用地,公 共施設騨 也の地片が集 ま り・道路や水





環 境 基 盤 土地の利用体系や土地管理の秩序は,常 に一定であ っ
だわけでない。 日本の農村では古 くか ら家 産 が 桑 合 し
て,し か もある程度の封鎖性 をもった村落 を形成 してき
:景 観 たが,各 々の村落はそれぞれ独 自の体系をも っ て い た
し,村落が時代 とともに変化す るにつれて,土 地利用の




て村落自体 も変化する。しかし,そ の よう.な土地利用体系も大 まかに村落の変貌の過程 と関連 させて
時代区分を行 って,土 地利用体系の変化の段階を設定す ることができるのではないか と思 うμ)。.
村落の変貌 は,そ こにおける基礎的社会関係の性格 の変化 とともに,大 きくみて,次 のような3の
段階に分 けてとらえる ことができる。そして基礎的社:会関係の変化 は生活の基調の変化 に即応 し∫そ
こにおける土地利用体系も変化 し,土地利用秩序 も展開すると考えるこ とができる。
第一の段階は,「村落共同体」である。 この段階は,資 本主義がまだ十分に発達 してい な い 段階の
自給的経済に対応 している。そこにおける村落はかな りの封鎖性をもってお り,経済の基本的性格は
自給 自足 である。その単位は,ま だ十分 に家格や家産制度 を発達 させ ていない,槁 度な等質性'をもっ
た,共 同体を志向 した社会生活を特徴 とする。 ここにおける人 々の生活の基調は 「自然に対ずる人間
の闘い」であ り,さ らに,外 部の敵か ら自分達の集団を防衛 し,外部の支配者の搾取に対抗するため
「外 部 に対 す るた たか い」で あ った。 したが.って,そ こにお ける基礎 的社会 関係 は祖 接 的共 同で あ り',
相 互扶助であったといえる。 ここにおいては生活資源の獲得は,自 然の波動の影響 を直接受ける故に
それ への対応 が第 一義的 とな る。 この ため に,開 墾 ・食料 の備蓄 そ して耕地 の分散 が必 要で あ り;・何
よ りも村落の成員の団結が必要であった。 このために土地は村落による利用の制限統制 をも含 む共同
管理が必要であった。江戸時代 まで,土 地の共同利用管理制度 ともい う「べき割地制度 カミ日本あ各地に
存在 したこと,人会林野をもった村落が最近 まで非常に多か ったことは共同体的土地利用イ孝孫 のあ り
方 を雄弁 に物語 っているであろ う。また,こ の場合,村 落の内部の土地が分割 され個別}と私的}と莇有'
さ'れていて.も,土地総有の事実すなわち村がその支配する領域の王地 を総括 し,管理,像 合す る事 実
に注 目す るべ きであ ろ う。
第二の段階は,「村落競合体」である。 この段階1となる と生活の基調は,r自然 と の 闘 い」および
「外部 との闘い」の基調は相変わ らず残存 してい'るが,次 第に 「人間の人間に封 ず る闘い」の程度を
高めてくる。そ して村 落の基礎的社会的単位 としての 「家」がそめ比重を増して くる。 日本の 「家」
は・家父長的直系家族 として捉えることができるが・各家族 はそれぞれの家産 を蓄積 しよ うとし,…家
業である農業に精進 して 「家」間の競合関係が発達 し,'階層の分解 も進 んで くる。この段階は商品経
済がある程度浸透 した段階に相応 しているカミ,i奇勝に土地の私的所有制 も広が って,個 人的私有化 の、
方向を辿 る。 しか しまだ家 と家 とは連合 して生活の直接的共同 ・‡阻止扶助1ま強 く,村落はそのような
競合 する家の連合体 として,病 虫害ゐ防除や農道 ・水利 の管理におけるよ うに,個 別の家族の及 ばな
・
い補 完的 な機能 を果 た.す。 ・-,
第三の段階は,「村落複合体」の段階である。「複合体 」 とい うのは異質的 となった諸個人や諸集団:
のあいだの機能的連関性 にもとづき,分 業 と民主主義の原理によって,再 編 し,再 結合 した組織体 慰
・<う….こ騨 伽,か なりの異難 をもった詞 人を志向する家族i砺る。撚 ぼ,麟 嫌 靴
畷 質化澱 み,いわゆる混イ、1・社会として顕 者の地域㈱ 聯 とし槻 れる.dot,村蔽 稠 、…
的中心の周辺として広域地域社会の地域体系に組み込まれる。資本主義が最高度に発達した高度経済
,・=
成長期になる と,「人間に対する闘い」 とい う生活態度 の基調はさらに進むが,と れが蓮1こ自然の生
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態系の破壊, 公害問題の発生など自然を軽視 し,無視し,阻害する傾向に結び付 く。さらに地域の機
能的連関はますます発達し,地域の中心 と周辺 とい う分化が進み,地 域の系列化,序 列化がさらに進
行 して くる。 その結 果, 住民間の連帯性 が薄払 地域社会の停滞化の現象 さえあらわれて くる。この
ようにして地域社会の主体的再編成による地域活性化 と地域の総福祉の問題が生じて くるのである。
現在の 日本は,高 度経済成長期 を経て低経済成長期にあるが,上 記の第三段階にさしかか っている
と考えられる。そして日本の農村は,社 会の工業化情報化の潮流に応 じて,産業構造 ・社会構造そし
て生活構造 を転換させつつあり,現在の時点は時代の転換期にさしかか っていると考 え られ る。特
に, 都市近郊の農村は兼業が発達 し,村外からの移住者 も増加して,異質性 を増し,いわゆる混住化
社会の性格を増加 しつつある。そして一方では無秩序な地域開発によってスプロール現象を呈 してお
り, 自然の生態系の破壊,公 害などの問題 を発生してきている。また,他 方では,地域社会の住民達
は相互の連関性 を失 ってお互いに孤立 し,相互の連帯性が極度に薄 くな ってくる傾向もみ られる。現
在の農村は, この よ うな状況にあるからこそ,土地利用体系を再編 し,集落の環境条件を整備 して新
しい コ ミュニテ ィを建設 してい く必 要が ある。
H 埼玉県小川町における土地利用体系の変化
日本 の農村 におい ては,現 在, 「土地利用体系」が大きく転換しつつあるが,上 述 の 第一段階 を経
て, 第二段階の終 り,ないし第三段階へ突入 しつつあると考えられる。そして特に高度経済成長期以
降, 過疎地帯や大都市近郊の混在化の進んだ地帯におけるように村落 自体が崩壊する危険を持 ったと
ころ も多い。そ の故 に, 土地利用体系の変換,土 地基盤備整のが必要 とされ,村 落の再編成が要求 さ
れるのであ る。 こ こで は埼 玉県比企1罰～小川 町後伊地 区にお ける土地基盤 整備 と新 しい コ ミュニテ ィづ.
く りの努力の過程 を実証的にみていぎだい。
表1人 口 ・世帯数の推移(小川町)







35 A,891 2A,769 ぼ中央,関 東平野 と秩父山地の接点にあた り,東武東上線 と国鉄
40 5,400 25,096 八高線の交差点に位置 し,東京都心から60km,池袋から東武東
45 5,827 25,641 上線 で1時 間10分の ところにあ る。町 の面積 は59・94平方 キロメ
50 G`250 2G,X89 一 トル で,そ の土地 利用 の状況 は山林 が3分 の1を 占め,田 よ り
55 G,94? 27,045 も畑 の方が 多 く,宅 地 もかな り多 い。 町は,昭 和54年9月 に市街
60 7,?27 29,232
化 区:地566ヘクタール,同 調整区域5,428ヘクタールの線 引 き決定
農
資料:国 勢調査 を行 い,70ヘクタール の民間宅地 開発が完 了 し,さ らに70ヘクタ
「統計おがわ昭和61年度版一1
一ル が工事 中であ る。
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現在の (昭和60年)の人 口は2万9千 人余 り,世 帯数 は7,700世帯余 りで あるが, その変遷を見る
と, 表1の よ うに, 昭和60年は35年に比 して人 口は1.18倍で,世 帯 数 は1.43倍とな っている。人口は
微 増であ るが, 世帯数はかな り増加 している。今後開発が進 めばさらに増加す るであろ う。
〔2}産業の概況
小川町は, 1,300年の歴 史 を もつ小川 和紙, 組織物 と木材建具の製造で有名である。特に,和紙は
和紙産地 として栄えたが,戦 後は機械和紙に置 き換えられて衰退 を続け,現 在では手すき和紙の製造
業者は18戸まで落ち込んだ。
農業 に関 しては,表2の よ うに,農 家数 が昭和35年には2,101戸で あ ったが, 60年には1,43i戸に減
少 してい る。 この うち専業農 家の減少率 が73.2%で,第一種兼 業農 家の減少 率 が81.8%で特に著 しい。
これに対 し,第 二種兼 業農家 は1.12倍とな り,
E
僅かに増加 している し, その全農家 に対する割合は,
昭和35年当時 は52.26%であ ったが,60年には85.25%にのぼ ってい る。兼業化の勢 いはすさまじい。
表2 農家数と農家人口 (小川町)
皿買 置 「 冒買 置
農 家 敦
買 置 冒 「冒冒一 一 　 冒一 　 一 冒一 「冒一
襲'業就業








一・一 一 一 一 一w 買 置 冒 冒}「冒 π}
昭和35年 2,101 343 660 1,09F 12,780 『
40 2,014 3G3. 640 i,01] 11,53f 3,815
45 1,876 76 500 1,30C 10,104 3,141
50 1,744 57 312 夏,375 8,896 2,631
55 1,594 66 335 1,193 7,915 2,215
60 1,437 92 120 1,225 6,875 1,845
「
学 一 一 皿 冒一 「 「… 「 冒買置 冒}一 一 一 ・・ 一-冒 皿 冒一層}■
資料:機 業センサス 「統計おがわ昭和61年度版」
表3 地目別面積 (小川町)
一}一 一一 「 一} 「「一 「 「 一 一 「 一「「 「「 ㎜}冒"皿 一 一 一 一 一 幽 冒 一
昭和54年 1
一一一 一一一 一一 一 ・一一 」
昭和57年




一一 一 一一 冒一㎜ 冒 「一
構成比% 1面 積km2
「 「冒
1鰍 脳. 面積km2 i構成比%「 一一 一 」一一「 皿 一 冒 一 輪一 一 一 一 ・「 　 「 「
総 面 積 59.94 100.0 59.99 100.0 59.94 100.0
田 4.47 7.4 4.27 7.1 4.03 6.7
畑 5.86 9.8 5.68 9.5 5.58 9.3
宅 地 3.86 c.4 4.33 7.2 9.G4 7.7
池 沼 0.21 0.4 0.21 0.4 0.21 0.4
由;林 21.18 35.3 20.01 34.9 20.56 34.3
源 野 Q.G2 1.0 0.59 1.0 0.43 0.7
雑 種 地 1.52 2.5 1.95 2.4 1.77 3.0
そ の 他 22.27 37.2 22.50 37.5 22.72 37.9





小川町における池 貝別土地面積の移動は表3に 示 される。田の面積は,昭 和54年には7・4%であっ
た ものが, 60年には6.7%へ とそ の構i比る次第 に縮小 し,畑 も9.8%か ら9.3%へ と縮 小 している。
現在,耕 作放棄 された水田が約20ヘクタールある。その初めは減 反にあるが,そ れ以来,連 続減反 し
失格水 田 とな った ものであ る。 このように減反政策以後,農 家の農業に対する積極性が薄れてきた。
珠 に,桑 園 であ るが, 養蚕 農家が養蚕 をや めた ことに よ り,約200ヘ クタール あ った桑 園 の3分 の1
が遊休 となった。この有効利用が大 きな問題 となっている。








家 の平 均耕地所有 面積 は,0.64haであ る。 この よ うに
昌L騒 」占L巴L昌 一 趾 昌 一 」一 昌 出 昌 一 一 一
例外規定 3 7 1
農業経営はきわめて零細であるにもかかわ らず,若 い
o.111a 556 599 508 人々は農業からはなれ,農 業経常 における高齢化 と労
0.3 509 384 326 働力不足の問題が生 じているのである。
0.5 351 529 425 小川町における土地基盤整備状況は84ヘクタール,
1.0 262 198 149 15%で,まだかな り低率であるが,現 在調査計画中の





27ヘクタール を加 え る とi整備 率60%とな る。昭和47年
2.5 一 一 一
に農業振興地区の指定 を受けている。なお,整 備済み
匿
資料:農 業センサス 「統言1'おがわ昭和61年度版」 の34ヘ ク タ ール の 内 訳 は,一 次 構 で,一 地 区2G.Gヘク
タ ー ル,新 機 構 で2地 区39.9ヘクタ ール, 水 田再編 事業 で4地 区17,4ヘクタール とな って い る。 【吉
田昭次 「協定づ くりによる農村集落整備について一農村 らしさをいか した村づ くり一」】
作 物 は, 米,露 地切花 (福寿草,
'白孔 雀)
, 養i蚕,田園都 市 として農業iのほ か林 業,養 蚕,養 豚,
養鶏 も盛 ん におこなわれ てい る。 この うち養蚕は戦後昭和45年までは養蚕農家数530戸,その収繭量
20万トン であ ったが, 昭和60年度は農家数200戸,収繭量8万6千 トンに激減 して しま った。桑園の
転換,有 効利用 が太 き'な課題 とな ってい る。
11琳に関 しては, 山林が荒れ てきていることが問題点 として挙げられなければな らない高度経済成
長の初期,昭和35年ごろ植林が広範囲に行われたが,そ れががな り成長 しできた現在,間 伐 をしなけ
ればな恋い時期に当たっているのであるが,間 伐がで きな くな ってい る。 その理 由は,第1に,間 伐
した材木の利用の方途 としての足場丸太や杭 に使われな くな り,用途が激減したこと,第2は 林業の
労働力が減 った こ と, 第3 .は,列 島改造ブームの際に土地を購入した小川 町の外部の人達 は手入れを
しない こ とであ る。 この結果, 山林は密植 とな り,太陽の光が樹木の下 まで届 かな くな り,下草が生
え な くな り,.大雨の際表土が流画して洪水の恐れが生 じてきた。
最近, この地域では外部から多数の人が入ってきたし,東京への通勤者が増加 してきた ことによリ
人々の孤立化や疎外の現象が目立 ってぎた し,連帯感が薄れてきた。ただし農業振翼地区は語れほど
で な い。 これを防 くためには 「美しい村作 リ」「新 しい コ ミュニテ ィ作 り」 の必 要性 が あ る。 そ し て
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いまな らばまだ間に合 うとい うこ とであ る。
2小 川町後伊地区における土地利用体系の変化
農村 における土地利用体系の変化 とi新しい コミュニティづくりの一つの例 として後伊地区を例 とし
て土地基盤整備事業 と美 しい村作 りについてみていぎだい。
ω 後伊地区の概要
まず 「美しい荷作 り」の事業 をおこなっている後伊地区の概要について触れたい。 この地区は専業
農 家13戸,兼業 農家36戸(一 種兼,二 種兼 それ ぞれ18戸)で,非 農家 は20戸,合 計69戸 の農村 で あ
る。比較的農家率が高い地区である。 この内,地 区外か ら移住してきた人が8戸 あるが,こ れ らの人
も何等 か の縁続 きであ って,比 較的混住化 が進 んでいな い。1戸 当 りの耕 地面積 は1ヘ クタール で小
川町の平均の1.5倍である。ここの農業は土地利南型農 業 が 主 で,主 な農作物は,米 麦,養 蚕であ
る。 この地 区 も昭和35年当f寺を見 る と,農 家戸数55:戸で,内 専業農 家28戸で,一 難 農家18戸,二 兼農
4





役職 区長1名,区 長代理3名(会 計,納 税,農 家組合代表),組長
隣組A3B4C4計11組
神社総代3名,寺 総代4名(2名 ずつ別の寺)
区費 区全体の会計 必要に応 じて集ある
隣組は隣組 で金 を集める・
当番2名 〔区長代理 とは別〕
事業 道路普請は3地 区にわかれてやる 春秋の2回 区がその 日を決 める
慰労は昏隣組ごとに行う。f
その他 草 刈 空 きか ん拾 いな どをおこな う。'
下位 の地 区区分 は,A地 区:念 仏講i25軒,B地 区:御 岳信仰30軒,C地 区1お 釈 迦 さま19軒,
とい うよ うに,下 位 の地区 に よって宗教 が異 な る とい う。 この外 に,庚 申 さんが小字 の境 にあ る。 そ
れ は,ワ ラジ を作 り,お 寺 にい って拝み,そ の後,鐘 をはた き,ジxズ を回Lな が ら1戸 ずつ回 る。
全行程 に半 日かか るとい う。 また,テ ン トウ念 仏 とい う行事 もあ る。 日の出か ら 日没 ま で 鐘 をはた
く。 これ らの行事 は現 在 も行 われ てお り,・それ らを廃 正 しよ うとい う機 運 はない。'
{21農業の基盤整備
この地区では既 に農業の基盤整備事業 を行なゲd・ る。
先ず,第 二次構造改善事業(2次 構)が 昭和43年に実施 され,養 蚕農道 を2本作 った。
ついで,表5の よ うに,地 区再編農業構造 改善事業(新 農構)'が昭和54,55,56年の3カ 年 にわ た;
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資料: 「地区'再:編農業構造改善計画概要書」昭和54年3刀
1つに纏 めた。圃場整備事業 は水 田の90%にあた る28.4ヘクタールの基盤整 備 をお こな った。 また,
近代化施設 としては,後 伊地区に11人の組合員をもつ機械化組合 を作 り,大型 トラ クター1台,米 麦
コンバイ ン2台, 防除機1台,脱 粒機2台, ロー タ リー1台 を備 えたOこ の ほかに,堆 肥 利用組 合,
集 落 セン ター を作 った。地 区の共有 地はか つてはあ ったが, 個人 に払い下げて現在はない。 しかし,
土地改良 をした ときに剰余 として生 じた土地を町に寄付し,町 か ら借 りる形 をとってい る。 その面積





農地は基盤整備ができたので問題はかな リ解 決 した。 しか し, あ ととりや若い人で農業するものが
いないのが問題である。この状態であと10年すると荒れ地ができるのではないかとい うお そ れ が あ
る 。 表6は 後伊地区 と高見地区とについて明治大学農村社会学研究室がおこなった農家の世帯主への
アンケー ト調査の結果である。「規模拡大」「技術の高度化」「経営の複合化」などは極端 に少 な く,
「規模縮小」「家庭菜園式」それに 「機械化省力化」が多い。農業経営には余 り力が入れられていない






1一 一 専業農家 II種兼農 1・種兼農 [計
一
規模拡大 13 0 0 4 …
規模縮小 27 25 22 24
経営複合化 0 0 6 4
機械化 ・省力化 13 0 19 15
技術の高度化 0 0 0 0
共同経営 ・協業化 0 0 3 2
家庭菜園式 13 50 19 22
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日常生活の問題 としては,第 一に生活排水の整備の問題があげられる。次に,ゴ ミ処理の問題があ
る。最近,外 部 の人 の ゴミ投 棄 が増 えて きた。 車 に乗 って, ダンボ ール箱 に積 めて, 放 棄 しに くる。'
また,池 を汚染 す る もの も増 えた。
㈲ その他
総体的にみて,小川 町 は空 気 もきれ いで,水 もよ く,台 風 の恐 れ も少 な く,酒 もで きるし,よ い と
ころであ る と地 元の人 は思 って いる。大和川 と盆地で形づ くられる町のたたずまいが京都をしのばせ
る と こ ろが ら, 武蔵京都,関 東小京都 とも呼ばれる山紫水明の町である。 しか しながら,高度経済成
長期に計画 された大規模宅地開発はさらに今後 も続いてい くこ とが予測 され るのであ るが,こ れ に伴
っ て,美 しい 自然の破壊 が危 慮 され てい る。
そ こで小川 町は,昭 和60年4月 に, 第二次総合振興計画 を策定 し,趾 世紀を展望 しつつ,町 民 と行
政 が一 体 とな って,「豊 かな緑 と清流 に抱 かれ, 若者の夢が 育 つ,国 際的工芸 ・文化 ・教育のまち」
とい う将 来像 を描 い て, 町作 りが進 め られてい る。
4 「美 しい村作 り」一 集落協定第1号
後伊地区では,昭和60年以来 「美しい村作 り」に取 り組んでお り,それ を集落協定によって進 めよ
う と して い る。 この点で集落協定 第1号 とで もい うべ きで あろ う。 ここでは, この 「美 しい村作 り」.





実施 し,農業生産基盤の整備は一応完了 し,コ ミュニティ活動 も活発になってきたが,生 活環境面で
は,市 街地に比較 して取 り残 されていた。この地区は他の地区に比較 してまだ連帯感も強いし,い ま
やれ ば間にあ うとい うのが直接の動機であった。
小川町では年1画 各農業集落で,町,農 業委員会,農 協によ り 「集落座談会」 を開催 し,農林業振
興や地区整備の進め方な どについて意見や要望 をき く揚を設 けてきた。後伊地区の座談会 では生活道
路の改良や生活排水の整備などの生活環境整備の要望が強 く出 されていた。
一方,昭 和60年1月に埼玉痔ミは県の農政 の目玉事業 として 「美しいむ らづ くり事業」の構想 をうち
だした。小川 町は直 ちに事業の指定 を申し出て,候 補地 として後伊地区 を挙げた。それは後伊地区が
既に農業生産基盤が整備 されてお り,かつ比較的集落 としてまとま りがあ り,しか もまだ農村 らしさ
を保持している地区であることが前提であ り,美 しい村作 リ事業実施 によ り,環境面の整備を行い,
集落 ぐるみの施策実施により,その効果が期待 できると判断 されたからである。〔吉田,前 掲報告書〕
(2'事業 の経 過
この事業 は,県 の単独事業 として計画 され,県 のモデル事業 として後伊地区が選定 され,io月30日
に事業の指定を受けた。 これに至るまでに多 くの準備作業が展開 された。特にこの事業は行政の二方
的な押 し付けでな く,住民個々の村作 りに対する自主的行動 と町による公共施設整備事業 とを結合し
で事業効果 を挙げようとたしところに配慮が払われた。
この よ うに して,各 人 の意 見 を集約 して確認 され た事項 はつ ぎの とお りで ある。第一点 は,全 く新
しい こ とはや らな いで,従 来か ら慣 行 として や ってきた こと,申 し合 わせ 事項等 を文書化 す る こ と。
第二点は個人でやるべきことは個人でや り,集落でや るべきことは共同でや ることを文書化する。第
三点は全員の賛成 をえて全員で実行することを前提 として協定 を作 る。この ようにして昭和61年3月
・
2日に協定書原案 を決定した。そして4日 に地区の全員懇談会 を開き,協 定書原案 の 賛 成 をえて,
「協定参加合意書」の全戸調印 を終 え,3月2811付で認定公布 された。
{3}集落協定の内容
集落協定は2つ の協定書からな っている。その1は 農振法 にもとつ く 「小川町後 伊地区農業用用排
水施設維持運営協定」(以下 「用排水協定」 と略す)で あ り,水田の耕作者所有者 を対象 と'している。
その2は 法定外の任意協定であ り,「小川町後伊地区農山村,.,s,:観維持培養美化協定」(以下「美化協定」
と略す)で あって,全 戸 を対象 としてい る。
,用排水協定は従来水利組合が行 っていたものを統合 したものである。これ までは8の 溜池毎 に水利
組合が作 られていたものを新農構によって基盤整備を行い水利 を統合 した。 これを基盤 にし,成 分化
した もの が この協定 であ る。そ の内容 は,各 戸 の負担 は10アール当 り年500「1,年2回1戸 につ き1
人 の労力 を提 供 し,永 路 の点検 ・作業 を行 うとい うもので ある。
美化協 定 とは,美 しい村 作 リ事業 の こ とであ って,具 体的 に は,水 路の整 備 に ともな って,県 が2




表 ア 美 しいむらつ くり事業の概要
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す る とい うものであ る。
そ の事 業 の 内容 につ い ては表7の 通 りで ある。予算 は4,000万円で あ り, うち県 と町 が2,000万円
ずつ補助 し, 3か年 計画 とな っている。
これ らの協定の特徴点は,第一 に,該 当者 の全員参加が原則であって,加 入脱退 の条項がないこと'
で あ る。 こ の た め, 権利者全員か ら加入承諾書に署名調印を得ている。第二点は,個人の責任と共同
の責任 とを明確化 していることである。すなわち参加者の責任 として,用排水協定の場合は管理費 を
納 め,労 力 を提供することが定 められ,美 化協定では水路にゴミなどを捨てないことが規定 されてい
る。第3点 は昔 か ら慣 例 と して集落 で実行 し てきた こ とを成 文化 して,み んなで確認 した とい うL_と
である。そしてこれによって集落住民の共同行動 ・連帯意識 を呼び反 し, さらに農業 を守 り,農村 を
,
活性化 してい くことが狙 い とな って いる。
皿 新 しい土地利用秩序の形成と農村計画の方向
以上見 てきたように, 現在の日本の農村は激 しく揺れ動いて,そ の基礎的構造 を変えるはど,急激
な変動の過程にあるといえよう。第二次大戦後 の農地改革,
70年代か ら80年代への米 の生産調整,石 油危機を経て現在に至っている。そして農業機械,農 薬,化
学肥 料な どの発達のような農業技術革新による襲業の労働生産性の向上や生活水準の上昇もある程度
は達 成 され てい る。特に昭和30年代から40年代の農村 ・農業の激変 を菅掻にしてt召和45年以降,構 造
改善事業 と普及事業の両面か ら農村の生活環境i整備が本格化 してきた(;)。そして既 に農業の基盤整備
や圃場整備はかな り進行している。 また市街化調整区域 ・農振地域の設定のような線引きはほとんど
完了してい る。それ にもかかわ らず,現 在の貿易摩擦や円高の傾向から食管制の見直し論や米の輸入
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自由化の問題な ど国際化の時代 を迎えて,農 村をとりまく諸条件は困難性を一層増してきている。
土地利用 に関する問題 としては,巨 視的に,田 私的利用 と公共性 との矛t{,(2人類の共有財産 とい
う点 か ら生態系 の破壊,〔3}土地管 理機能 を もつ ムラの再評価 とい うよ うな問題 が指摘 され るcap。こ
れに ともな っ て, 土地基盤整備,圃 場の拡大整理統合,道 路交通網の整備,農 村工業化のために工業
団地の造成,生活環境設備の整備など土地利用体系が転換 されなけばならない。また,1二1然の生態系
の破壊, 公害問題の発生など土地の非適合的利用をめ ぐって,私 的土地利用に対 して公共的規制の必
要性の問題が生ずるのである。この故に,土 地の基盤 を整備 し,集落の整備 を行 うことが 必 要 で あ
り, 農村計画 の必要性があるのである。今や 日本の農村は一つの転換期にさしかか っていると見なさ
れ, 新たな激変の時代 を迎えようとしている。このような意味でも現在の日本の農村1ま,村落複合体
の段階に入ろうとしてい る とみ な され うる。 その故 にこそ,現 在の 日本 の農 村 におい ては,新 しい土
地利用体系の形成, さらには,農 村計画の必要性があるといわなければならない。
注
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